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“地球とともに健康に”JACDSサーキュラーエコノミープロジェクト（CEP） 

実証実験経過報告ならびに回収期間延長について 
発行：（一社）日本チェーンドラッグストア協会 広報担当 

 

ＪＡＣＤＳでは、サーキュラーエコノミーの実現に向け、販売した商品の空容器の店頭回収に向けた共

通のプラットフォーム構築のため、2022年 6月 30日から横浜市内のドラッグストア 31店舗で実証実験を

行っています。現在、開始から約 9カ月が経ち、一般生活者への認知が少しずつ広がり回収量が増えてき

ています。回収状況を以下に報告します、また CEP推進協議会で協議し、2023年 9月 30日までの延長を

決定しました。今後は引き続き、静脈物流（リバース・ロジスティクス）の活用などの検討を行います。 

 

■CEP回収量中間報告（2023年 2月末日時点） 

 

 

■本件に関する問い合わせ先 

一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 

 事務局 山田 

TEL：045-474-1311 Mail：sec@jacds.gr.jp 

 

         

一般社団法人 日本チェーンドラッグストア協会 
（本部）〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-15-10 名和ビル５階 

ＴＥＬ．03-3506-1031 ＦＡＸ．03-3506-1033 

（サポートセンター）〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 2-5-1 

楓第２ビル４階 

ＴＥＬ．045-474-1311 ＦＡＸ．045-474-2569 

 

●月別回収状況 回収数(箱) 回収重量(kg)

当月 累計 当月 累計

2022年 10月 6 6 22.38 22.38

11月 5 11 14.59 36.97

12月 9 20 29.92 66.89

1月 5 25 21.58 88.47

２月 7 32 26.64 115.11

月平均 6.4 23.02

●31店舗回収状況

1)延べ回収回数 ３回 ３店舗 9.7%

２回 ４店舗 12.9%

１回 15店舗 48.4%

０回 ９店舗 29.0%

2)回収量 平均 3.60 kg 最小 2.08 kg 最大 6.15 kg

店舗毎の回収量、回数の違いは、地域特性、ボックスの設置位置、

店舗の取り組み姿勢、等の要素が検討されるが厳密な理由は特定できず

１回当たりの回収量の違いはバックヤードの広さによるものと推測

※プロジェクトとして想定していた１回あたりの最大回収量は10㎏
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